
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  （前段省略）ＷＨＯは検討を重ね、平成13年５月の総会において、従来のＩＣＩＤＨの改訂版

として「国際生活機能分類（ＩＣＦ:International Classification of Functioning、Disability 

and Health）」を採択した。 

 ＩＣＦでは、人間の生活機能は「心身機能・身体構造」、「活動」、「参加」の三つの要素で構成

されており、それらの生活機能に支障がある状態を「障害」と捉えている。そして、生活機能と

障害の状態は、健康状態や環境因子等と相互に影響し合うものと説明され、構成要素間の相互関

係については、図１のように示されている。 

〔特別支援学校学習指導要領解説自立活動編〕 

 

３．障害のある子どもが十分に教育を受けられるための合理的配慮及びその基礎となる環境整備 

（3）学校における「合理的配慮」の観点 

○ 障害のある幼児児童生徒については、障害の状態が多様なだけでなく、障害を併せ有する

場合や、障害の状態や病状が変化する場合もあることから、時間の経過により必要な支援が

異なることに留意する必要がある。また、障害の状態等に応じた「合理的配慮」を決定する

上で、ＩＣＦ（国際生活機能分類）を活用することが考えられる。 

〔共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムのための特別支援教育の推進（報告）〕 

※４ 「個人因子」と「環境因子」について 
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